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子ども家庭部保育課 

 

 

小金井市保育の質ガイドライン・保育所等への簡易アンケート  

設問４「小金井市らしい保育の特色として大切にして欲しいこと」回答速報 

 

 

１ 武蔵野の自然豊かな小金井は、子育て環境にとって非常に大切に感じてきました。

次々に高層階の建物ができ始め、寂しさを感じています。 

 

２ 公園が周りにたくさんあるので活用して、地域との関わりも大切にしていきたい 

 

３ 新たな補助金等に速やかに対応していただけることを感謝しています。定期利用保

育や家賃補助にいち早く取り組み、午睡センサーも導入できました。今後は、どの保

育園で生活していても小金井市の子どもとして健やかな成長を保障する小金井市ら 

しい子育て支援施策を生み出してくださることを熱望いたします。 

 

４ 自然環境を大事に市の公園の設備を整えて頂きたくお願い申し上げます。 

 

５ のびのびとした保育の実現 

 

６ 市内に大学も多いので、大学とも連携し、先を見こして、保育を行うことを特色と

したらいいのではないか。 

 

７ ①主体的に遊ぶ ②その子らしさを認めあえる関係③自己肯定感を持ち、素直に自

分を出せる ④豊かな感性と温かい愛情を注がれ、安心できる環境の下で信頼できる

大人と関わる⑤保護者の方が安心し、信頼できる 

 

８ 多くの自然の中で子ども達の主体的な活動を尊重できるような保育を行い、保ご者

や市民が子育てをする中で保育園が相談できる存在でいられるようにして欲しい。 

 

９ 子ども一人ひとりを大切に、子どもの気持ちを尊重し、いつもそばに寄り添う保育。

それぞれの個性を見つけて発揮できる 環境と仲間づくりと自分でやりたいことを見

つけ出し、そのことに夢中になれるカを育てる保育。 自分自身を大切に思い、友だち

を認め、力を合わせて取り組む力を育てる保育。 保護者と共に子どもの成長と子育て

の楽しさを共感できる保育。 地域に根ざしていて、近隣の農家でお芋ほりをさせても

らったり、西武鉄道との交流、地域の方による絵本の読み聞かせ、職員ＯＢによるお

話会やマジックショーなど、地域と連携しての取り組みは、地域に支えられていると

感じています。 野川と野川公園、多摩川上水、小金井公園、近隣にもたくさんの樹木



や自然がある環境で、春は桜と鶯の鳴き声やおたまじゃくし、夏はセミの抜け殻と川

あそびのザリガニつり、秋は落ち葉とドングリ拾いとサツマイモ堀、冬は氷や雪あそ

び、と自然の中で四季を感じながら保育できる環境を大切にして欲しいと思っていま

す。 

 

１０ トップダウンではなく、職員みんなで保育の内容、計画を検討し積み上げて作っ

ている事。・乳幼児期をこれから生きていくための力を身につけていく大切な時期と

とらえて保育にあたっていること・小さくとも１人１人が人格をもった人として尊重

されていく事を大切にしている事・子どもをまん中にして保護者と共に子どものこと

を考えて保育をしている事 

 

１１ 大きくもないし名物もないし先進的でもない小金井市。でもだからこその安心感

や、昔ながらのものや、自然あふれる場所が 随所にある。のびのびと遊べて、その子

らしく生きていける、それを保障する環境を維持し、地域で子どもを育てたい。 

 

１２ 緑の自然を大切にしてほしいです。 

 

１３ 川沿いを歩いたり、川に入れるのがわの存在や緑を保有する者だけでなく、大人

達が子ども達のために大切にしている、していくことを機会があるごとに伝えていく。 

 

１４ 沢山の緑と水が残る小金井のこの自然環境は子どもたちにはかけがいの無いも

のです。老若男女問わず自然とのびのびと自由に触れ合える場所があることは学びの

宝庫です！いつまでもこの自然が守られるよう大切にして欲しいです。 

 

１５ 小金井公園、野川公園と大きな自然あふれる公園があり、子供を育てるには素晴

らしい環境です。保育園で過ごす時間は長いです。どの様に過ごし 6 年間送るかは本

当に重要。どの園の子供達も自然の中でのびのびと遊び込んで欲しいです。 

 

１６ 子育てがしやすい環境（緑が多い）を大切にし、必然性のない道路の拡張作業工

事や公園に手を入れることはやめてほしいです。 

 

１７ 自然が豊かな方だと思うので、沢山自然と触れ合う保育 

 

１８ 四季それぞれに感じられる豊かな自然は子どもの情緒の発達にもとてもいいと

思う。プレイパーク（学芸大、くじら山）のような所は素敵では 

 

１９ 緑豊かな小金井市、公園の整備。園が増えたことにより、公園難民になることも

多々ある。しかし保育園は園庭があるので園に戻ればいいが、近所に住んでいる子育

て中の方々が安心して遊べる公園がないのではないかと心配になる。時間帯や年令、

人数、曜日など市で決めてもらって市内の子どもたちが楽しめるようになって欲しい。 



 

２０ 大切なのは経験豊かな保育士を育てることです。（良い保育を目指すなら・・・）

施設が大きい小さいではなく、長く施設、保育士が金銭的に不安なく保育できる環境

を作ってほしいと思います。この環境は大切にしてほしいと思います。 

 

２１ こきんちゃんキャラクターのようにもっとジブリキャラクターがあふれる小金

井市になるといいなっと思います。あちこちの（公園、保育所）にポニョやトトロや

キキがいてほしいです 

 

２２ いまだに公立 5 園が残っている市は珍しい。民間化の波がきているが、公立とし

ての役割を残したものにして欲しい。 

 

２３ 子どもの権利条例があること。施設・保育内容・職員の研修など充実してほしい 

 

２４ 自然が多いからこそ、ゴミやたばこがあると目立つし、子どもにとっても良くな

い為きれいで安全に遊べる場所を大切にして欲しいです。 

 

２５ 都心に近いわりには、緑が多く、自然に恵まれている。この環境を市として守っ

ていき子育てし易い環境であって欲しい。 

 

２６ 自然にとても恵まれているので、その自然を大事にしてほしい。子ども達がたく

さん体験できる場を充分に残してほしいと思う。 

 

２７ 自然とふれ合う機会が多く持てることが特色と言えるので、公園や歩道の整美を

続けてほしいです。 

 

２８ 小金井公園など、自然とふれあえる環境もあるので、子ども達が自然とふれあえ

る街づくりを大切にして欲しい。 

地域で農家をやっていらっしゃる方がいるので、そういった地域の方と連携して保育

を進められるような街づくりを大切にして欲しい。 

 

２９ 小金井市らしい保育とは何ですか？ 

 

３０ 各クラス補助の保育士を必ずつけて欲しい。※１才クラス→子供６人対保育士 1

人は危険です 

 

３１ いろんな特色の保育所があるが、子どもが主体であることを一番に考え、あそび

を通して学んでいける場であって欲しい。自然が多い小金井市、子どもが思いきり遊

べる整った美しい環境を保って欲しい。 

 



３２ 自然の中で伸び伸びとできる環境を整えていってほしい。 

・他市に比べて、給食面は、一日のメニューの種類が豊富。子どもの食育にもおおいに

役に立っているので、是非この質は落とすことなく、継続していってほしい。 

・正規の担任が複数配置されていることで、様々な公園や野川、遠くの場所へも散歩に

週 2～3 回は行くことが可能。自然に多く親しめ、子どもたちの体力作りにもつなが

っているので、散歩に行ける機会確保できるよう、常に職員の確保を。 

 

３３ 子どもの気持ちや経験してほしい事を一番に考えた保育内容、行事つくりを考え、

日々の生活を大事にした保育。 

 

３４ 子どもたち一人ひとりにあわせたていねいな関わり方、保護者との信頼関係を構

築し、園と家庭とで連携して子育てを支援している。ベテランから後輩へ、うけつぐ

とともに職員全体で学び合い、さらに向上していくことにつとめていきたい。 

 

３５ 給食職員の充実（正職不足）3 品の食事提供は小金井市がほこれるもの。小金井

市らしい保育の特色として何をもって示しているのか説明してほしいくらい職員体

制は厳しいものです。 

 

３６ お泊まり保育（他市ではほとんどやっていない）等、代々受け継がれている行事

をこれからも続けていきたい。良い保育は伝承していきたい。 

 

３７ 自然に恵まれた環境で保育ができるよう、園庭がない保育園が増えていることも

あり、公園が増えたら良いと思います。また、 子どもと丁寧に関われるよう、保育の

人員の水準を下げないでください。 

 

３８ 豊かな自然の中で体を動かしたり季節を感じることが出来、十分な外遊びができ

ること 子どもが自分で考え行動できるように考えられ ているカリキュラムと保育

者の働きかけ  

 

３９ 農地が住宅となり、住宅も細切れになり緑が減ってきている中、畑や緑の維持、

自然を生かした公園の維持をしてもらい、子どもがのびのびとすごせる環境を大切に

してほしい。コンクリートだらけの中では大人も心がすさんでいく気がします。 

 

４０ 小金井市の保育の特色はあるのだろうか。何を大事にしてほしいのか、小金井市

の自然特に野川や小金井公園に行く機会をもっと増やしていってほしい。 

 

４１ 緑や自然が豊富で公園もたくさんあるので、その中で四季を感じながら戸外遊び

ができること、とても良いことだと思います。自然豊かに遊べる場所の整備など今後

もお願いしたいです。 

 



４２ 駅前にマンションができ、今後更に人が増えるが、遊び場もない、園庭もない園

など不安ばかりです。又、働く保育者たちのケアもしてほしい。サービス業となって

いる。園や公園もつくれば良いではなく、良質なものにしてほしい。 

 

４３ 恵まれた自然を大切にし、子どもたちがのびのびと遊べる事。整備された公園だ

けではなく自然のまま残せるところは残し子どもが自然にふれあう場所を大切にし

て欲しい。 

 

４４ 小金井公園や武蔵野公園など、自然が豊かなので園外遊びを大切に充実できるよ

うにして欲しいです。 

 

４５ 緑が多い（野川）、四季を感じられる木がある、畑がある環境の中で保育ができる

こと。 

 

４６ 緑、公園と自然が残っているので、自然や季節を感じながらの保育を忘れないと

いいと思う。子ども時代に感じる素直な感性を大切にしてほしい 

 

４７ 小金井の一番の特徴は豊かな自然環境があることだと思います。だからこそ、多

くの野外保育、野外活動の団体が存在し、保護者も外で過ごすことの大切さを気付き

始めているのだと感じます。外遊びで子どもが主体的にあそび、育つ環境を、豊かな

自然の中で快・不快も合わせて子ども自身が直接目で肌で耳で鼻で口で全身で感じて、

感性豊がに育っていく保育こそが小金井の保育であると是非そうなって欲しいと願

っています。保育園・幼稚園無償化の必要な保育所が正しく選ばれるようルール作り

も併せて進めていっていただきたいです。 

 

４８ どんな日でも参加できるような’場’があると、子ども同士の関係の広がりもあ

りおもしろいと思います。保育者同士の交流もしたいです。 

 

４９ 自然豊かなので保育施設が使いやすいようにしてほしいです。（有料施設を保育

施設は無料で使用できるなど） 

 

５０ 自然が豊かな公園が小金井にはたくさんあるのが幸せなことだと思います。子ど

も達がのびのびと過ごせるような保育園作りをして下さい。小金井には畑もたくさん

あります。旬の野菜にこども達が接することができ、食育の環境にはとてもいいと思

うので、農家さんと連携して保育ができたらいいなと思います。 

 

５１ 緑の多い小金井市なので、子どもが自然に多く触れ合える保育の提供を引き続き

大切にして欲しい。市としては、その環境の整備に努めて欲しい。 

５２ 緑が豊かで子育てしやすい環境であるのだから保育園近隣住人の理解を得られ

るよう子育て世代以外もまきこんだ保育イベント等 



 

５３ 自然に多く触れ、自分でやってみようと思って選んで取り組むことができる環

境・保護者とのつながり。 

 

５４ 自然を残し、自然に触れられる保育 ・安全に戸外活動を十分に充実されること

の出来る環境作り。 

 

５５ 小金井市の公立園でしかやっていない年長児のお泊り保育や自然がまだ多く残

されているため身近で子ども達が、季節の移り変わりを感じながら日々、自然に囲ま

れて遊んだり、さまざまな体験ができることは子ども達の成長には欠かせないことで 

す。子ども達は自然の中で沢山のことを学びます。そして保育園でも季節ごとの行事

を子ども達には大切に伝えています。 このように、季節ごとの行事やその由来など子

ども達には引き続き伝えていきたいと思います。 ・異年齢保育は同年齢では見られな

い子ども達の成長や姿がよくわかります。(同年齢保育を否定しているわけではありま

せん) 同年齢の中では、なかなか馴染めない子どもや子ども達同士で認めてもらえな

い子ども達がいる中、異年齢保育の中では、 他年齢の子ども達から好かれ、憧れをも

たれ、認めてもらえることで自信がつき自分らしさを出せる子ども達がいます。 自分

もやってみたら出来た、自分も認められた、自分もこのクラスの一員なんだという気

持ちを幼少期の頃から体験することを大切に育ててあげたいと思います。 

 

５６ 自然の中でのびのびと健やかに保育生活が過ごせるように公園をたくさんつく

って欲しい。保育時間が延長している傾向であるが保護者と子どもたちの関係の希薄

性が感じられる。保護者との時間がとれるような取組みを市としても考えて欲しいと

考えます。 

 

５７ 地域のつながりや自然の多さには保育の面でも特に良い影響があると考える。こ

れからも大切にして欲しい。 

 

５８ たくさんの園が散歩を楽しむ様子が見られ、豊かな自然も嬉しい限りです。工事

が多い事もあるのですが・・・公道が子どもにとって歩きやすいと嬉しいです。 


